
　当社が処理受託できるＰＣＢ廃棄物は、ＰＣＢの使用を前提として設計・製造された大型電気機器等(以下「ＰＣＢ使用

機器」といいます。)であって、一般に微量ＰＣＢ廃棄物、コンタミ廃棄物や低濃度ＰＣＢ廃棄物と呼ばれている、非意図

的にＰＣＢに汚染された機器等（以下「微量ＰＣＢ廃棄物」といいます。）については処理及び登録の対象外とさせてい

ただいております。

　一般にＰＣＢ使用機器には高濃度のＰＣＢが使用されており、トランス類であれば油量の５０から６０％、コンデンサ類

であれば１００％に相当するＰＣＢが含まれていると考えられます。これに対し、微量ＰＣＢ廃棄物に含まれるＰＣＢの量

は数ｐｐｍから数十ｐｐｍ程度（１ｐｐｍは０．０００１％）と非常に低い値となります。

　ＰＣＢ使用機器の判別方法のうち、主要なものとしては以下の方法がありますが、製造年だけではＰＣＢ判定が確定

できない場合がありますので、必ず、型式や銘板記載事項により、確認していただくようご注意ください。

　ＰＣＢ使用機器の判別の方法として、機器の製造年によるものがあります。メーカーによって若干の差はありますが、

基本的には下表のような状況となっています。主に昭和３０年から昭和４７年にかけて製造された機器等にＰＣＢ使用

機器が多数存在します。ただし、ＰＣＢが製造・使用されていた時期に製造された機器等であってもＰＣＢを使用してい

ない機器が存在することにご留意ください。

昭和５年以前 ＰＣＢが実用化されていない

昭和６年～昭和２７年頃 海外メーカーがＰＣＢ使用機器を実用化

昭和２８年～昭和３０年頃 国内メーカーが海外からＰＣＢ油を輸入してＰＣＢ使用機器を製造

昭和３０年～昭和４７年 国産ＰＣＢ製造開始により、国内メーカーによるＰＣＢ使用機器の製造が全盛

昭和４８年～昭和４９年頃 ＰＣＢの製造使用が中止され、一部の鉄道用機器のみ新規の製造が継続

昭和５０年以降 新規のＰＣＢ使用機器の製造が完全に中止

Ⅱ．機器種別による判別

ＰＣＢが製造・使用されていた時期に製造された機器等であっても、機器種別によってはＰＣＢ使用機器でない可能性

が非常に高いと思われるものも存在します。以下に種別毎に状況を整理します。

トランス類 高圧トランス、低圧トランス ＰＣＢ使用機器が多数存在しますが、同時にＰＣＢを

リアクトル 使用していない機器もまた多数存在します

計器用変成器

放電コイル

整流器

開閉器 ＰＣＢ使用機器ではない可能性が非常に高いと思われます

遮断機 が、専門の分析機関で分析を行ってください。

コンデンサ類 高圧コンデンサ、低圧コンデンサ ＰＣＢ使用機器が多数存在しますが、同時にＰＣＢを

サージアブソーバ 使用していない機器も存在します

Ⅲ．メーカー別判断基準

　製造年や機器種別だけでは、ＰＣＢ使用機器である可能性があることがわかっても、最終的な判断材料とはなりえま

せん。国内主要メーカーが提供している機種別の判断基準により、確度の高い判断が可能となります。表の「ＰＣＢ確

定」欄に記載ある文字列が銘板等に表示されているものについては、ＰＣＢ使用機器であることが確認できます。逆に

「ＮＯＮ　ＰＣＢ又は微量ＰＣＢ廃棄物」欄（ここではＰＣＢを使用していない機器を単に「ＮＯＮ　ＰＣＢ」としています。）に

記載のある文字列が銘板等に表示されているものについては、少なくともメーカーがＰＣＢの使用を前提に設計・製造

したものでないことが確認できます。

　以下にメーカー別ＰＣＢ使用機器判断基準を示します。なお、これらは各メーカーが提供しているものであり、今後追

加・変更等がありうることを申し添えます。

平成24年9月27日

PCBを使用して製造された電機機器等の判定基準表（ご参考）

Ⅰ．製造時期による判別

時期 状況

機器大分類 機器細分類 ＰＣＢ使用機器の分布状況


































